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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
平
成
四
年
一
一
月
一
一
一
日
(
土
)
午
後
一
時
三

O
分
よ
り

「
日
本
法
の
経
済
学
的
分
析
」

報
告
者

マ
ー
ク
・
ラ
ム
ザ
イ
ヤ

1
氏

(
シ
カ
ゴ
大
学
ロ

l
ス
ク
ー
ル
教
授
)

二
七
名

出
席
者

本
報
告
の
内
容
は
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

O
平
成
四
年
二
一
月
一
一
日
(
金
)
午
後
三
時
よ
り

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
国
家
総
動
員
へ

ー
l
東
京
帝
国
大
学
の
法
学
・
政
治
学
瞥
見
|
|
」

報

告

者

松

沢

弘

氏
(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

陽

出
席
者

五
四
名

ま
え
お
き

一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
の
改
正
帝
国
大
学
令
に
よ
る
東
京
・
京
都
両

帝
大
の
法
学
部
・
経
済
学
部
創
設
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
法
学
・
政
治

学
を
、
同
時
代
の
相
の
下
に
、
政
治
思
想
の
面
に
光
を
あ
て
て
た
ど
る
の

が
本
報
告
の
主
題
で
あ
る
。
法
学
・
政
治
学
は
、
こ
の
時
期
を
通
じ
て
〈
科

学
革
命
〉
を
経
験
し
、
科
学
と
し
て
確
立
す
る
と
と
も
に
、
国
家
か
ら
の

独
立
と
国
産
化
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
心
と
し
て
光
を
浴
び
た

「
社
会
法
学
」
の
中
か
ら
総
力
戦
体
制
に
歩
み
よ
る
動
き
が
現
わ
れ
、
法

学
の
他
分
野
や
政
治
学
に
も
こ
れ
と
併
行
す
る
動
き
が
起
っ
た
。
こ
う
し

た
動
き
と
そ
れ
に
反
対
す
る
動
き
と
を
分
っ
た
、
学
問
的
・
思
想
的
な
要

因
は
何
か
。

1
、
「
概
念
法
学
」
と
し
て
批
判
さ
れ
る
官
僚
的
法
実
証
主
義
と
社
会
学

的
実
証
主
義
や
純
粋
法
学
と
い
う
形
の
法
実
証
主
義
と
の
相
互
の
交
渉
、

お
よ
び
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
実
証
主
義
と
自
然
法
や
批
判
哲
学
と
い

っ
た
形
の
先
験
的
規
範
理
論
と
の
関
係
。

2
、
個
人
・
社
会
・
国
家
・
歴

史
に
つ
い
て
の
見
方
。

3
、
自
由
主
義
的
要
素
と
民
主
主
義
的
要
素
の
関

係
に
注
目
し
た
い
。

北法44(1・165)165

1 

一
五
年
戦
争
下
の
東
京
帝
国
大
学
法
学
部



報

京
大
法
学
部
・
東
大
経
済
学
部
が
学
問
的
壊
滅
状
態
に
陥
っ
た
の
に
対

し
て
、
東
大
法
学
部
も
き
ぴ
し
い
外
圧
と
内
部
対
立
を
く
ぐ
り
大
き
な
犠

牲
を
出
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ

は
、
一
つ
に
は
法
学
部
に
お
け
る
「
時
局
派
」
と
い
う
べ
き
末
弘
巌
太
郎
・

小
野
清
一
郎
(
両
教
授
が
日
本
法
理
研
究
会
の
中
心
と
な
る
)
・
安
井
郁
・

蝋
山
政
道
・
矢
部
貞
治
(
両
教
授
が
昭
和
研
究
会
の
中
心
)
と
い
っ
た
人
々

が
、
学
部
運
営
に
お
い
て
は
大
き
な
影
響
力
を
持
て
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
反
面
か
ら
い
え
ば
、
中
田
薫
・
田
中
耕
太
郎
・
我
妻
栄
と
い
う
学
部

運
営
の
主
流
が
強
く
、
時
局
に
批
判
的
な
リ
ベ
ラ
ル
派
の
横
田
喜
三
郎
・

宮
沢
俊
義
も
こ
の
主
流
と
行
動
を
共
に
し
た
。
一
九
三
七
年
頃
か
ら
の
一

段
と
難
し
く
な
っ
た
学
部
・
大
学
運
営
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
主
流
の

基
盤
の
上
に
立
つ
回
中
耕
太
郎
と
〈
無
党
派
〉
で
、
田
中
と
時
に
激
し
く

対
立
し
つ
つ
協
力
し
た
南
原
繁
だ
っ
た
。

雑

さ
ま
ざ
ま
な
学
問
動
向
|
分
化
と
論
争

国
家
か
ら
社
会
の
自
立
、
そ
し
て
国
家
に
よ
る
社
会
の
統
制
へ

ー

1
「
概
念
法
学
」
的
実
証
主
義
か
ら
社
会
学
的
実
証
主
義
へ

「
国
家
」
に
対
し
て
「
社
会
」
を
、
寸
概
念
法
学
」
に
対
し
て
社
会
の
「
生

け
る
法
」
へ
の
注
目
を
、
「
法
の
社
会
化
」
、
社
会
の
た
め
の
「
実
用
法
学
」

を

l
ー
こ
れ
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
法
学
に
お
け
る
表
れ
だ
っ
た
。

問
題
は
こ
の
場
合
の
「
社
会
」
の
と
ら
え
方
の
特
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

2 

寸
社
会
」
は
絶
え
ず
「
進
化
」
「
進
歩
」
す
る
と
い
う
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
歴
史
観
と
、
さ
ら
に
理
念
が
歴
史
の
う
ち
に
顕
現
す
る
と
い
う
形

の
価
値
と
事
実
の
癒
着
の
傾
向
、
価
値
判
断
と
事
実
認
識
の
一
体
化
の
傾

向
、
価
値
論
に
お
け
る
歴
史
的
相
対
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
う
し

た
傾
向
を
強
め
る
の
が
、
〈
自
由
主
義
か
ら
統
制
主
義
へ
〉
〈
個
人
主
義
か

ら
団
体
主
義
へ
〉
と
い
っ
た
形
の
歴
史
発
展
の
段
階
論
と
、
思
想
に
つ
い

て
の
上
部
構
造
論
的
な
相
対
化
の
見
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
個
人
の
自

由
と
社
会
・
国
家
の
統
合
と
の
関
係
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
の
、
理
論

的
吟
味
は
あ
い
ま
い
で
、
自
由
権
か
ら
自
存
権
に
、
個
人
の
基
本
権
か
ら

団
体
の
統
合
に
、
理
論
上
の
カ
点
が
な
し
く
ず
し
的
に
移
っ
て
ゆ
く
。
一

九
三

0
年
代
後
半
に
入
っ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
法
理
論
と
戦
時
立
法
の
衝
撃
が

加
わ
っ
た
時
、
こ
う
し
た
議
論
に
立
つ
人
々
は
、
そ
れ
を
自
己
の
法
・
政

治
理
論
に
照
ら
し
て
、
必
然
的
発
展
と
し
て
受
け
い
れ
る
傾
向
を
示
し
た
。

牧
野
英
一
・
末
弘
巌
太
郎
・
小
野
清
一
郎
ら
の
法
理
論
に
は
こ
の
よ
う
な

傾
向
が
い
ち
じ
る
し
い
。
な
お
、
時
局
に
対
す
る
態
度
や
学
部
運
営
で
、

「
時
局
派
」
と
一
線
を
劃
し
て
い
た
、
我
妻
栄
の
場
合
に
も
、
そ
の
民
法

理
論
の
背
景
に
あ
る
、
社
会
観
・
国
家
観
・
歴
史
観
に
は
、
こ
う
し
た
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
蝋
山
政
道
・
矢
部
貞
治
ら
の
政
治
理
論
に
も
、
法

理
論
に
お
け
る
こ
う
し
た
傾
向
に
併
行
す
る
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
動
向
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
、
国
家
機
能
の
拡
充
と
政
治
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参
加
の
拡
大
へ
の
傾
斜
と
、
そ
の
反
面
で
の
弱
い
自
由
主
義
と
い
う
動
向

の
法
学
・
政
治
学
に
お
け
る
現
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

E

純
粋
法
学

l
ー
も
う
一
つ
の
法
実
証
主
義

ー
と
同
じ
よ
う
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
背
景
に
し
て
登
場
し
な
が

ら
、
総
力
戦
体
制
へ
の
転
換
に
批
判
的
な
態
度
を
持
し
た
、
リ
ベ
ラ
ル
な

法
学
者
と
し
て
、
宮
沢
俊
義
・
横
田
喜
三
郎
が
傑
出
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
態
度
は
、
彼
ら
に
お
け
る
、
純
粋
法
学
の
主
体
的
な
受
容
と
関
係
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
純
粋
法
学
の
影
響
の
下
に
形
成
さ
れ
た
、
価
値
と
事
実

と
、
価
値
判
断
と
認
識
と
、
真
理
価
値
と
実
用
価
値
と
の
峻
別
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
批
判
、
市
民
的
諸
自
由
の
生
存
権
に
対
す
る
優
位
、
国
際
法
の
優

位
、
価
値
相
対
主
義
等
が
彼
ら
を

I
の
動
き
か
ら
分
っ
た
。
そ
れ
は
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
い
て
、
む
し
ろ
少
数
派
だ
っ
た
、
自
由
主
義
・
自

由
民
主
主
義
の
傾
向
の
法
理
論
に
お
け
る
表
現
で
あ
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
前
提
を
な
す
国
際
協
調
、
擁
護
の
法
理
論
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
o

E

「
社
会
学
的
方
法
」
と
価
値
理
論
、
現
実
と
批
判
哲
学

-
-
Eの
人
々
と
異
な
り
、
田
中
耕
太
郎
と
南
原
繁
は
、
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
同
時
代
現
象
に
対
す
る
き
び
し
い
批
判
か
ら
学
問
生
活
を
始
め

た
(
彼
ら
が
く
ぐ
っ
た
、
内
村
鑑
三
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ

イ
ズ
ム
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
意
味
)
。
彼
ら
は
、
学
問
生
活
の
出
発
か
ら
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る
実
証
主
義
的
傾
向
、
自
由
主
義
の
哲
学
的

基
礎
づ
け
の
貧
困
、
価
値
相
対
主
義
な
ど
に
対
し
て
批
判
的
だ
っ
た
。
彼

ら
は
、
同
時
代
H
近
代
の
批
判
に
お
い
て
も
、
一
九
三

0
年
代
に
入
っ
て
、

「
近
代
の
超
克
」
と
い
っ
た
流
行
語
の
も
と
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
問
題
を
あ
る
意
味
で
先
取
り
し
て
い
た
点
で
も
、
二
重
に
反
時
代
的
だ

っ
た
。二

人
は
、
共
に
新
カ
ン
ト
派
を
き
ぴ
し
く
批
判
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
体
系
を
築
く
上
で
、
新
カ
ン
ト
派
の
方
法
に
大
き
く
拠
っ
て

い
た
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
的
学
問
的
意
味
を
深
く
う
け
と
め

た
上
で
、
そ
れ
と
対
決
し
た
。
ま
た
、
社
会
学
的
実
証
主
義
や
立
法
・
行

政
の
実
務
を
き
わ
め
た
上
で
、
そ
れ
を
こ
え
よ
う
と
し
た
。
田
中
耕
太
郎

は
、
実
定
法
の
底
に
あ
る
「
民
衆
法
」
と
「
社
会
的
生
活
」
を
、
「
社
会

学
的
方
法
」
に
よ
っ
て
解
明
し
て
ゆ
く
時
に
社
会
に
内
在
す
る
秩
序
が
発

見
さ
れ
る
秩
序
と
し
、
そ
れ
が
ネ
オ
・
ト
ミ
ズ
ム
の
自
然
法
と
符
合
す
る

と
説
い
た
。
こ
う
し
て
実
定
法
学
か
ら
出
発
し
、
そ
の
基
礎
の
上
に
、
世

界
法
と
法
哲
学
の
体
系
を
築
い
た
。

南
原
繁
は
、
独
自
の
先
験
的
価
値
の
体
系
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
批
判
哲

学
の
体
系
を
築
い
た
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
先
験
的
価
値
の
、
歴
史
的
個

体
性
の
世
界
に
お
け
る
、
い
わ
ば
〈
受
肉
〉
と
し
て
、
「
国
民
共
同
体
」

「
共
同
体
社
会
主
義
」
を
構
想
し
、
日
本
の
政
治
的
文
化
的
伝
統
を
う
け

入
れ
つ
つ
、
そ
れ
を
批
判
し
浄
化
し
よ
う
と
し
た
。
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田
中
と
南
原
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
主
流
を
そ
れ
ぞ
れ
、
保
守
的

な
自
由
主
義
、
保
守
的
な
自
由
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
こ
え
る
と
と
も
に
、

総
力
戦
体
制
へ
の
流
れ
に
も
抗
し
た
と
い
え
よ
う
。

さ
し
あ
た
り
の
総
括

上
述
の
よ
う
な
戦
前
・
戦
中
の
歴
史
は
、
戦
後
の
展
開
の
前
提
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
戦
後
と
ポ
ス
ト
戦
後
は
す
で
に
私
た
ち
の
同
じ
時
代
史
だ

か
ら
、
こ
こ
で
は
と
り
上
げ
な
い
。
ま
た
こ
の
報
告
は
、
こ
の
時
代
の
一

面
的
な
出
来
事
に
つ
い
て
記
述
す
る
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら
一
般
理
論
的
な

結
論
を
引
き
出
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
・
ポ
ス
ト

戦
後
の
法
学
・
政
治
学
の
展
開
を
理
解
す
る
上
で
、
な
に
が
し
か
の

ホ
イ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ン
品

問
題
索
出
的
な
意
味
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
。
(
文
中
で
は
敬
称
を
省
い

た
。
)
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